
　テクノロジーの進化やグローバル化など社会が大きく変化するなか、生活は便利になる一方で、世界中で

分断や対立が進み、それにコロナ禍が追い打ちをかけているように見えます。だからこそ次の世代を担う子

どもたちには、多様な意見や価値観をもつ人 と々協働し、納得できる答えを求めながら自分たちの手で社会を

創っていく力を育みたい。その礎となるのが「対話」であり、「主体的・対話的で深い学び」に「対話」が入って

いる意味もそこにあるのではないでしょうか。

　形式ではない本質的な「対話」の意味とは何か、そのような学びの場はどうすれば創ることができるのか…。

探りながらつくった本特集が、これからの学びを設計するヒントになれば幸いです。 林 知里（本誌 デスク）

対立を乗り越え、新たな価値を創造する

対話
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台湾デジタル担当政務委員を
務めるオードリー・タン氏。国民

が政策を

提案・議論できるプラットフォー
ムを構築するなど、台湾のデジ

タル民主

主義を牽引する存在です。多様
な価値観や個性の「対話」と「

協働」で

より良い社会を創ろうとされてい
るタン氏にお話を伺いました。

　

多
様
な
人
々
が
い
る
状
況
で
、
分
断
や

対
立
を
乗
り
越
え
よ
り
良
い
未
来
を
生

み
出
す
た
め
に
は
、
共
通
の
価
値
観
・
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
実
証
で
き
る
イ
ン
パ

ク
ト
の
3
つ
が
重
要
で
す
。
最
も
大
事
な

の
が
、
共
通
の
価
値
観
に
焦
点
を
当
て
る

こ
と
。
み
ん
な
で
目
指
す
べ
き
世
界
を
描

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
立
場
や
動
機
が
異

な
っ
て
も
、
分
野
や
領
域
を
超
え
た
、
さ

ら
に
は
文
化
を
も
超
え
た
対
話
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
対
話
を
通
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
調
和
・
融
合
す
る
と

き
、
真
の
創
造
性
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

対
話
に
よ
り
新
た
な
合
意
が
生
ま
れ
る

プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
さ
に
魔
法
で
す
。 

　

2
つ
目
は
、
発
明
者
だ
け
で
な
く
誰
も

が
発
明
の
価
値
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
浸

透
。
つ
ま
り
、
早
い
者
勝
ち
の
排
他
的
な

社
会
で
は
な
く
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い
包

括
的
な
社
会
を
創
る
こ
と
で
す
。 

　

そ
し
て
3
つ
目
は
、
実
証
で
き
る
イ
ン

パ
ク
ト
の
必
要
性
。
使
命
や
目
的
、
共
通

の
価
値
観
、
構
築
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
優

良
で
も
、
公
共
の
価
値
を
生
み
出
し
て
い

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府

が
国
民
に
対
し
て
説
明
責
任
を
負
う
よ

う
に
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ

て
価
値
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
他
者
と
学
び
合
い
な
が

ら
新
し
い
も
の
を
創
り
出
し
て
い
く
時
代

で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
の
高
校
の
先
生

方
に
は
、
ぜ
ひ
、
リ
テ
ラ
シ
ー（
読
み
書
き

の
能
力
）だ
け
で
な
く
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
創

造
的
な
資
質
・
能
力
）が
身
に
つ
く
教
育

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
リ

テ
ラ
シ
ー
だ
け
で
は
、
価
値
を
享
受
す
る

消
費
者
に
し
か
な
り
得
ま
せ
ん
。
自
ら
価

値
を
生
み
出
す
生
産
者
に
な
る
た
め
に
は
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
手
に
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
共
に
、
未
来
の
創
り
手
を
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
話
を
通
し
て
個
性
が
融
合
す
る

と
き
、真
の
創
造
性
が
生
ま
れ
る
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